
日時  平成 26年 12月 16日(火) 14:20〜16:00 

派遣先 千葉市立千葉高等学校 

14:20～14:50 留学生のプレゼンテーション準備等 

留学生のプレゼンテーションのデータが学校の設備で映るかデモンストレーションした。また、担

当の先生が学校内（主に理科室周辺）を案内してくれ、授業中の様子を見ることができた。その後は担

当の先生と国の話や授業の話などを英語で会話していた。 

 

14:50～15:15 留学生の自国についてのプレゼンテーション 

「My Hometown」という題で留学生の故郷のことを発表していた。生徒たちはその内容を聞くとと

もに、英語でスピーチする際にどのようなことに気をつけているのかという英語でのプレゼンテーシ

ョンの仕方を学ぼうとしていた。ほとんどの生徒が熱心に聞いており、留学生も実際の先生のように

イキイキと話しているように見えた。 

 

15:15～15:35 質疑応答 

留学生の発表内容に対する質問から日本のアニメのことなど様々な種類の質問が見られた。英語と

言うことで緊張している生徒もいたが、帰国子女の生徒もおり、活発な質疑応答となった。先生から

「一回の質疑応答で終わるのではなく、答えてくれたことに対して、また何か言おう。」との指示があ

ったのも大きかったように思われる。 

 

15:35～16:00 自由歓談 

留学生のもとに集まり、英語で会話をしている生徒がいた。ホームステイした中国の話などをして

いた。 

 

 

 

 

 

 

派遣先教員 

コメント 

留学生を派遣していただき、ありがとうございました。生徒たちは緊張しながら

も、留学生のプレゼンテーションを聴いたり、質問をしていました。 

留学生 

コメント 

I hope that I will have chance to visit the school again. 

The students I visited today are students who focus on science, which I 

am most interested in. 

学生リーダー 

コメント 

先生の英語力が高かったため、留学生とのコミュニケーションにおいて生徒の橋

渡しとなっており、充実した活動が得られた。ただ、高校側の目標として「生徒

が今後英語で研究発表する」とあるので、文化紹介ではなく、研究紹介を望んで

いるようだった。 

 


